


◎ユネスコスクールとして、ESDの視点ですべての教育活
動に取り組む。

・豊かな感性を育てる。
・自ら学習課題や学習課題を選択するなど、興味・関心を生
かした自主的自発的な学習に取り組み、課題解決能力を
育てる。
・「まほろば学習」の中で、SDGｓに対して自分にできること
に誠実に取り組む態度を養う。



◎ESDの視点ですべての教育活動に取り組む。
→中心は総合的な学習の時間に取り組む「まほろば学習」
【まほろば学習で育てたい５つのE】
・探求する力（Explore）

・想像する力（Envision）
・表現する力（Express）

・交流する力（Exchage）
・評価する力（Estimate）



◎教科・領域を関連付
け、多面的・総合的に
学習を繰り返し発展さ
せていけるようにする。
（教師のプランニング）

【児童の思い・声】



◎児童一人一人の
「学習意欲」 「知的探求心・好奇心」 「社会や世界との関わり」

が



・一手少ない指導に取り組み、児童の主体性や自立性を育てる。

・自らで課題を見つけて想像し、自主的自発的に取り組む環境作り。
→特設図書館の設置
（毎週図書館で本を借りたり、自前の本を常時１００冊以上置いておく。その中
に、さりげなくまほろば学習につながる本を置いておく。）
→はてなノートの取り組み
（普段の生活の中で、疑問に思ったことを調べ集めたノート）



Phase 1
「SDGsってなんだろう」
・SDGsについて知ろう！

Phase ２
「世界、日本そして鳴鹿」
・現状を知り、未来を考えよう！

Phase ３
「ぼくたちわたしたちにできることはなんだろう」
・自分たちの考えを発信しよう！

・１７の目標について知り、ニュースや新聞・本などで聞いたり見たりしたこ
とと関連させながら、課題を見つける。
「なぜ海にゴミが多いのだろう？」「鳴鹿から人がへっているけど、未来の
鳴鹿の姿って？」「ぼくらの仕事は未来ではどうなっているの？」
「もっとSDGｓについて知ってもらいたい！」 etc・・・

・課題に対して、現状や変遷を調べ未来を見通す。
※世界→日本→鳴鹿と焦点化させていき、より自分事として捉えさせる。

・まほろば学習の中間発表会→「まほろばフェスティバル」
異学年や保護者、地域の方々にまほろば学習で学んだことや今後の展望
を発表した。
※自分たちの活動を省察・評価し、３学期や次年度へ学習を発展させる。



Phase 1
「SDGsってなんだろう」
・SDGsについて知ろう！

・１７の目標について知り、ニュースや新聞・本などで聞いたり見たりしたこ
とと関連させながら、課題を見つける。
「なぜ海にゴミが多いのだろう？」「鳴鹿から人がへっているけど、未来の
鳴鹿の姿って？」「ぼくらの仕事は未来ではどうなっているの？」
「もっとSDGｓについて知ってもらいたい！」 etc・・・

SDGｓを学習していく中で出てきた、児童から
の疑問や課題をまとめ、知識をつけながら今後
の見通しをもたせる。

【まほろば学習で育てたい５つのE】
・探求する力（Explore）

・想像する力（Envision）
・表現する力（Express）

・交流する力（Exchage）
・評価する力（Estimate）



【Phase 2 実践例】 ◎未来に鳴鹿がつながるために～未来の鳴鹿を想像し発信しよう～

・児童との実践アプローチまでの流れ
～始まりは社会科の学習で地図帳を使っていた時、世界の人口について話題になり調べ始める。～
児１：世界では人口が増え続けもうすぐ８０億人だって。
児２：日本はどれくらいの人がいるんだろう。→約１億２千万人なんだって！
児３：でも鳴鹿は人が少ないね。
教師：世界はどうなっているんだっけ？じゃあ日本は？鳴鹿は？
児童：増え続けている。 調べてみたい。 →まほろば学習スタート

Phase ２
「世界、日本そして鳴鹿」
・現状を知り、未来を考えよう！

・課題に対して、現状や変遷を調べ未来を見通す。
※世界→日本→鳴鹿と焦点化させていき、より自分事として捉えさせる。



【Phase 2 実践例】 ◎未来に鳴鹿がつながるために～未来の鳴鹿を想像し発信しよう～

・鳴鹿小学校が本年度児童数が９３名と２桁になったことに児童は着目。
→鳴鹿小学校は将来なくなってしまうのかもしれない！
「未来に鳴鹿がつながるために、どうしたらよいのだろうか。」

Phase ２
「世界、日本そして鳴鹿」
・現状を知り、未来を考えよう！

・課題に対して、現状や変遷を調べ未来を見通す。
※世界→日本→鳴鹿と焦点化させていき、より自分事として捉えさせる。



【Phase 2 実践例】 ◎未来に鳴鹿がつながるために～未来の鳴鹿を想像し発信しよう～

Phase ２
「世界、日本そして鳴鹿」
・現状を知り、未来を考えよう！

・課題に対して、現状や変遷を調べ未来を見通す。
※世界→日本→鳴鹿と焦点化させていき、より自分事として捉えさせる。

鳴鹿が持続可能と
なり得るために、そ
れぞれの地区にの
こしたいもの、つくり
たいものを考え、ア
イデアを出し合う。

地区のお祭りで
発信をした。

【まほろば学習で育てたい５つのE】
・探求する力（Explore）

・想像する力（Envision）
・表現する力（Express）

・交流する力（Exchage）
・評価する力（Estimate）



【まほろば学習で育てたい５つの】
・探求する力（Explore）

・想像する力（Envision）
・表現する力（Express）

・交流する力（Exchage）
・評価する力（Estimate）

Phase ３
「ぼくたちわたしたちにできることはなんだろう」
・自分たちの考えを発信しよう！

・まほろば学習の中間発表会→「まほろばフェスティバル」
異学年や保護者、地域の方々にまほろば学習で学んだことや今後の展望
を発表した。
※自分たちの活動を省察・評価し、３学期や次年度へ学習を発展させる。

５つのチーム（海のごみと海流・
プログラミングと未来の仕事・
家庭ごみ・未来の鳴鹿・ポス
ターコンクール）に分かれ発表。





・３年生におけるまほろば学習の初年度として、自分たちが住む地球・日
本、そして鳴鹿の自然環境に着目し、それを守っていくために５つのEを
意識して、自ら考え解決する能力や態度を身につけさせることができまし
た。今後は今年度得た知識や力、情報をもとに地域や世界に向けて実際に
どんなことができるのか探求・想像し、行動に移していきたいと思います。

・探求する力（Explore）
・想像する力（Envision）

・表現する力（Express）
・交流する力（Exchage）

・評価する力（Estimate）




